
東日本大震災 被災寺院現状報告 

寺院：福島県第１５教区第２８５番醫王寺 

住所：福島県いわき市平上荒川五郎内１５７ 

 

寺院の被害 
・地震により本堂、位牌堂が半壊し、庫裡が一部損壊した。 

・境内の土木構造物にも被害が生じている。 

寺院の現状 

・放射能汚染の影響があるが、寺院所在地の放射線量は低いと考えている。

行政の除染は進んでいる。 

・一時（２年間）、住職夫婦だけの生活となった。 

・副住職が、震災により県外寺院に就職することになった。 

・半壊測定で本堂の柱がかなりゆがんだ状態なので、軋みが残ったままに

なってしまった。 

檀信徒の現状 
・震災で自宅に住めなくなった檀家があるが、居住先はほぼ把握できてい

る。 

地域の現状 
・災害復興住宅も建ち出したが充分とは言えない。 

・風評被害もまだ根強く残っている。 

復興の状況 
・９割程度復旧が進んでおり、３年以内の完了を目指している。 

・震災前とほぼ同じくらいに復旧出来てきており、檀信徒も安堵している。 

（H25.12.12現在） 

 

 写真なし 


